
 

３月 23 日 国立競技場 

☆全日本大学選抜３－１全韓國大学選抜 

【得点者】（）内はアシスト 

１分：[韓]ＰＫ 

41 分：[日]渡邉 

54 分：[日]宮崎（三門） 

85 分：[日]伊賀 

【メンバー】 

ＧＫ東口順昭[３] (新潟経営大) 

ＤＦ高橋秀人[２] (東京学芸大) 

染谷悠太[３] (流通経大)   

福田俊介[３] (法大) 

宮崎智彦［３］（流通経大） 

中山友規［２］（駒大）☆ 

ＭＦ三門雄大[３] (流通経大) 

平木良樹[３] (流通経大) 

→66 分島田祐輝[３] (駒大)☆ 

伊藤大介[２] (順大) 

→87 分三平和司[３](神奈川大) 

ＦＷ渡邉千真[３] (早大) 

→66 分池田 圭[１] (流通経大) 

伊賀貴一[３] (静岡産大) 

【ＳＵＢ】 

ＧＫ河田晃兵[２] (福岡大) 

ＤＦ山口和樹[３]（福岡大） 

ＤＦ西嶋 聡[３]（愛知学院大） 

ＭＦ大家 翼[３]（関西大） 

春
の
空
気
を
漂
わ
せ
る
乾
燥
し

た
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
聖

地
・
国
立
で
行
わ
れ
た
第
５
回
日

韓
大
学
定
期
戦
。 

ホ
ー
ム
で
あ
る
全
日
本
は
主
導

権
を
握
り
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た

が
、
キ
ッ
ク
オ
フ
直
後
か
ら
押
し

込
ん
で
く
る
全
韓
国
に
Ｐ
Ｋ
を
与

え
、
先
制
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の

後
の
全
日
本
は
ボ
ー
ル
ポ
ゼ
ッ
シ

ョ
ン
を
高
め
る
も
選
手
同
士
の
動

き
出
し
が
噛
み
合
わ
ず
、
単
調
な

パ
ス
回
し
に
終
始
。
41
分
に
右
サ

イ
ド
の
崩
し
か
ら
、
ゴ
ー
ル
前
の

混
戦
へ
持
ち
込
み
同
点
に
追
い
つ

く
が
、
前
半
の
シ
ュ
ー
ト
数
は
４

本
に
終
わ
る
。 

後
半
、
長
身
の
Ｄ
Ｆ
が
並
ぶ
相

手
に
、
全
日
本
は
足
元
で
繋
ぐ
効

果
的
な
パ
ス
ワ
ー
ク
で
試
合
の
主

導
権
を
徐
々
に
手
繰
り
寄
せ
る
。

前
線
で
一
度
は
ボ
ー
ル
を
奪
い
か

け
て
も
後
方
の
Ｍ
Ｆ
が
サ
ポ
ー
ト

し
、
相
手
Ｄ
Ｆ
ラ
イ
ン
の
裏
を
狙

い
続
け
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
連
動

性
は
駒
大
と
ス
タ
イ
ル
は
違
え
ど

秋
田
監
督
が
強
調
す
る
「
速
さ
」

を
意
識
し
た
サ
ッ
カ
ー
が
垣
間
見

え
た
。 

体
を
反
転
さ
せ
な
が
ら
相
手
Ｆ

Ｗ
と
ボ
ー
ル
を
注
視
し
つ
つ
、
周

り
の
選
手
も
気
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
に
陥
っ
た
全
韓
国
は

次
第
に
最
終
ラ
イ
ン
を
下
げ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
。
全
日
本
は
こ
の

隙
を
見
逃
さ
ず
、
54
分
に
中
央
を

崩
し
逆
転
。
85
分
、
Ｃ
Ｋ
か
ら
の

チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
３
点
目
を
挙

げ
て
勝
利
し
た
。
大
学
サ
ッ
カ
ー

の
実
力
者
が
集
う
中
、
セ
ン
タ
ー

バ
ッ
ク
と
し
て
先
発
フ
ル
出
場
し

た
中
山
は
持
ち
味
で
あ
る
１
対
１

の
強
さ
で
相
手
Ｆ
Ｗ
を
封
じ
込

め
、「
将
来
が
楽
し
み
だ
ね
」
と
秋

田
監
督
か
ら
の
信
頼
を
勝
ち
取
っ

た
。「
や
る
こ
と
は
（
駒
大
と
）
変

わ
ら
な
か
っ
た
ん
で
」
と
振
り
返

る
島
田
は
66
分
か
ら
出
場
。
前
線

で
相
手
を
か
き
回
し
続
け
決
定
機

に
絡
む
動
き
も
見
せ
た
。
前
途
多

難
な
シ
ー
ズ
ン
が
予
想
さ
れ
る
前

に
、
普
段
と
は
違
う
環
境
で
２
人

が
感
じ
た
刺
激
は
駒
大
に
と
っ
て

も
刺
激
に
な
る
事
を
期
待
し
た

い
。（
吉
岡 

克
洋
） 

 

 

左：「ヘディングは負ける気

がしなかった！」と中山。

選抜での経験は大きな自信

になったのではないか。 

 

右：途中出場ながら持ち前

の運動量を見せ付けた島

田。駒大での活躍にも期待

が高まる。 

 

（撮影・中野成博） 

国
立
に
示
し
た
駒
大
イ
ズ
ム 

  

第１回 全日本３‐２全韓国 

第２回 全日本１‐２全韓国 

第３回 全日本４‐２全韓国 

第４回 全日本０‐３全韓国 

 

 

 第５回の今大会は駒大

の秋田浩一監督が選抜

チームの指揮をとった 


